
右岸  　 （18.4km）浜北大橋　溜まり　付近

右岸  　 （18.4km）浜北大橋　溜まり　付近

浜北大橋・子どもニジマス　　　浜北大橋・子どもニジマス　　　浜北大橋・子どもニジマス
釣り場の看板と救命浮環　　　　釣り場の様子１　　　　　　　　釣り場の様子２

天竜川・右岸・浜北大橋周辺を見学しました。

昨日まで浜北大橋右岸の溜まりでは子ども釣り場が開催されていましたが5月2日からは一般開放

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　4年　5月 2日      4時　00分頃

天 竜 川

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　4年　5月 1日      10時　30分頃

天 竜 川

・浜北大橋直下の溜まりでも水が増水していますが濁りは笹濁り程で本流よりは水が澄んでいま

した。溜まり内ではGWイベントとして天竜川漁協さんによる子ども二ジマス釣り広場が4月29

日より開催されており本日が三日目で最終日でした。

天竜川・右岸・浜北大橋周辺を見学しました。

本流は増水傾向にあり船明ダムのゲート放水が行われていることもあり濁りが出ています。右岸

この期間は子どものみ釣り可能ということで多数の親子が参加されていました。放流量は29日が

200キロ・30日が100キロ・本日が100キロと計400キロが放流されたとのことです。

なお、5月2日からは大人（遊漁証購入者、組合員加入者）の釣行が可能になるとのことです。

市民の方より昨夜、天竜川・浜北方面で花火が見えたとのことでしたが、コロナ渦と言うことも

ありサプライズで打ち上げが行われたのでしょうか？

浜北大橋・子どもニジマス　　　浜北大橋・子どもニジマス
釣り場の様子３　　　　　　　　釣り場の様子４



右岸           （２２ ．６ km）付近

植物では黄色い花のコマツイグサでしょうか。広範囲で咲いていました。

生き物ではトカゲも草むらから顔を出していました。

浜北大橋・5月2日ニジマス釣り　 浜北大橋・溜まりで釣られ　浜北大橋・溜まり付近に咲いて
場の様子　　　　　　　　　　      れた大鯉　　　　   　　　 いたコマツヨイグサと思われる花

　

ンケイギクと思われる黄色い花が咲いていました。この黄色い花に関しては、この場所以外の堤

　　　　　　　　　　　　　　　　草むらに現れたトカゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　浜北大橋・溜まり付近の

るとのことで近くで拝見していると約70㎝程の大鯉が釣れたようで周辺で拍手が沸いていまし

ニジマスの大きさは30㎝～50㎝のものが主に釣れていました。遊漁者の方で大物がかかってい

見することができました。

学した際に遊漁者の方から朝まずめの方が釣れる様子が見れるとのことを伺い早朝の見学をしま

した。その通りで早朝は全体を見渡しても至る所で竿が曲がっており所々で釣れている様子を拝

の日ということで早朝から多数の遊漁証購入者・組合員の方々が竿を出していました。以前、見

　

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　4年　5月11日     10時　00分頃

天 竜 川

気候が暖かくなるにつれて堤防沿いも段々と植物や花が咲き始めました。

自分が見学を行った周辺ではムラサキツメグサがポツポツと咲いておりその周辺に多数のオオキ

防沿いにも咲いているのをよく見ますが調べてみましたら特定外来生物に指定されているとのこ

天竜川・右岸22.6㎞付近を見学しました。

た。そのサイズの鯉はなかなか釣れないとのことです。



左岸 （28㎞）塩見渡橋　付近

とで驚きました。繁殖力が強いようで生態系を壊してしまうとのことで一見きれいでも栽培・移

動・譲渡等が禁止されているようです。

ムシトリナデシコと思われる植物           塩見渡橋付近河川清掃活動で拾われたゴミ

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　4年　5月29日      8時　00分頃

天 竜 川

この周辺では下流付近よりかは人の出入りが少ないのかゴミもあまり落ちていませんでしたが、

やはりプラスチック系のゴミやアルミ缶等のゴミは年月が経っても残りやすいこともあり何点か

放流も停止され茶色く濁っていた色が段々と解消され笹濁りになっていました。見学当日は天竜

　ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸと思われる花１　　　ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸと思われる花２　　　ﾑﾗｻｷﾂﾒｸﾞｻと思われる植物

川漁協・組合員の方々による河川清掃が行わており私も微力ながら参加させていただきました。

天竜川・左岸28㎞付近塩見渡橋付近を見学しました。

川の水量は27日未明に降った大雨の影響でやや増水気味でしたが昨日17時に船明ダムのゲ―ト

見つかりました。植物ではムシトリナデシコと思われるものが咲いていました。

ボランティアの方々のご協力に大変

感謝いたします。河川管理者としま

しても、引き続き河川美化に努めて

まいります。
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